
ζ 乙では県下を 4地区lと分け、ある程度大きな

視点で数ポイン卜に焦点をあてて考察しました

が、さらに良質のデータが数多く集計できれば、

普及・行政・研究の多方面で役立つ資料となり、

県下の状況からみた各栽培者の経営診断も可能と

なるでしょう。また、今回は各出先機関iIともある

め

今回の調査は各地区AGの方々の御協力のもと

実施しましたが、パソコンでデータ分類・検索す

る都合上アンケートの内容が多少複雑多岐にわた

り、記入しにくく充分に回答されていない用紙も

みられたので、今後は簡便に改良する余地がある

とま

Panasonic Operate 8000の既製プログラムを利

用したので、データ入力には少々手聞がかかりま

すが、その後の分類・検索等は簡単なため、デー

タパンクとしてさらに充実させればフロッピーを

交換するだけで各地区でAGの方々が普及・指導

・情報交換に有効に活用できるものになると考え

られます。

ように思われました。また、各地区でのアンケー

トの取り方にも差があり、各栽培者K郵送回収し

たもの、会合の席上で一同に回答してもらったも

の、現地で栽培者に聞き取りを行ったもの、机上

で記録をもとにまとめたものなど様々のようでし

そのため、同じデータでも内容の重みに差が

竹内)(特産部

た。

あり、栽培者の生の声を反映しているものから、

客観的立場で表現されているものなど色々でした。

生シイタケ栽培における裸地集中管理について

1. 北安曇地区ほだ付率調査・発生量調査

ほだ付率では、約 2ヶ月間余分に原木を枯れ込

ませてから植菌を行った Z氏のものが全般に良い

値を示しました。年々良質原木の入手が難しくな

っている現状の中で、不良原木をどう扱っていく

かという乙とも目的の lつでしたが、今回のほだ

付率調査では明確な差はみられませんでした。

はじめに

昭和63-平成元年度に北安曇及び北佐久地区に

おいて、栽培者各々で形態は多少異なりますが通

称唐沢伏せと呼ばれている裸地ほだ木集中管理方

法について比較調査したデータがありますので、

その概略について説明します。
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ほだ付率と発生量が必ずしも正比例しない乙と

は、実際栽培に係わっている栽培者は発生操作や

管理方法を様々に繰り返す中で経験的に知ってい

ます。しかし、シイタケの原基が内樹皮に形成さ

れる乙とや、子実体を形成する栄養分はほだ木内

でまかなわれる乙とを考えれば、表面ほだ付率

(内樹皮表面におけるシイタケ菌糸の占める面積

割合)・断面ほだ付率(ほだ木断面 3ケ所におけ

るシイタケ菌糸の占める割合)が低い乙とは、シ

イタケの発生する基盤が小さい乙とですから、初
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期のほだ木管理においてシイタケ菌糸を活力ある

状態で全体に蔓延させておく乙とはやはり重要な

ポイントです。種々のデータからも、シイタケ菌

が十分lζ蔓延した所へは卜リコデルマ菌も侵入し

にくい乙とが知られています。

表、図に示す通り X氏のB・C区で約500g/本

の発生量があった乙とは、全区平均 343g/本及び

本県の発生目標 820g/本・ 1代からみて、良い途

中経過です。乙乙では、ほだ付率の割に初年度発

生量でX氏のものが多い結果となりましたが、乙
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注)A.区=63.1月、 B.C.区ニ 63.4月上旬大町市内で伐採・即玉切り。

A.B.区=コナラ原木、 C区=ミズナラ原木。 x.y氏 4/15植菌、 Z氏 6/10植菌。

使用品種:ヤクルト 602駒菌、植菌孔深さ 4.0cm。

管理概況 X氏:畑地跡唐沢伏せ

Y氏:アカマツ・ヤマウルシ林内伏せ

Z氏:混交林内伏せ

表-2 発生量調査(原木10本当り)

A.区 B.区 C.区 平均

栽培者 個 生重 g/個 個 生重 g/個 個 生重 g/個 g/本

14 365 26.1 37 870 23.5 67 1440 21.5 

X 24 380 15.8 118 1635 13.9 97 1440 14.8 416 

121 1980 16.4 188 2468 13.1 135 1915 14.2 

14 429 30.6 13 350 26.9 30 1050 35.0 

Y 86 1600 18.6 30 600 20.0 59 1070 18.1 331 

117 1493 12.7 105 1495 14.2 118 1840 15.6 

35 35.0 3 20 6.6 10 540 54.0 

Z 26 460 17.7 15 350 23.3 9 195 21.9 280 

215 2945 13.7 176 2433 13.8 87 1430 16.4 

注)上段;非浸水発s性=雨中長距離運搬による刺激発生 H1.6/6-21.

中段:浸水発生 H1.7/13-21.

下段:浸水発生 H1.9/19-21. 
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れは管理方法の差による積算温度確保が要因の l

つで‘乙れが原基の熟成に影響したと考えられま

す。各々の栽培形態の中で植菌・管理 lしているの

で、当然発生状況にも差が出てきますが、 X氏の

管理方法は、発生時期を早める乙とで資本の回収

を早くする一手段であると考えられます。実際、

回転を早くするという理由で乙の管理方法を取り

入れている栽培者は多いようです。初年度におい

て発生量の伸びが見られなかった区は、今後の状

況がどのように推移するか興味深いと乙ろです。

林内における管理は従来から行われてきた安全

な方法ですが、近年の優良ほだ場不足から、栽培

者の中には管理の目が行き届かない、異常気象の

影響を受けやすい、往復の時聞がかかる等の理由

で敬遠する向きもあります。そうした流れの中で、

住居や発生舎の近くの裸地・ビニールハウス内で

集中的に管理する方法が様々に生まれてきたよう

です。

栽培環境、ほだ木の回転率・ 1代発生量からみ

た生産性、販売方法、労働力等を総合判断して経

営は考えなくてはなりませんので、乙のデータだ

けでは 3者の優劣には言及できません。

2. 北佐久地区ほだ付率調査・発生量調査

ほだ付率調査では、適期伐採葉枯らし原木を使

っている E氏の値が、購入原木を使っている F氏

の値よりも良い結果となりました。これは当然の

乙とながら原木の質の差が出たようです。

発生量調査では、両者ともにほだ木が十分に熟

していないようで良好な発生はみられませんでし

た。特にE氏のものは空芽が多く原基が充実して

いませんでした。との時期における発生量差は、

現地を見たと乙ろビニールハウス内管理と唐沢伏

せ管理による積算温度確保の差が、内樹皮の原基

熟度i乙大きく影響していると考えられました。

F氏の唐沢伏せ管理の場合、乙の地域特有の乾

燥した強風を防ぐ効果が高く積算温度確保iζ役立

っているようであり、研究を重ねて改良を加えて

おり害菌の発生は予想に反して少ない状況でした。

表-3 ほだ付率調査 (H1.6.14.調べ) 労

栽培者 表面 断面

E 

F 

96.3 

83.7 

91.2 

81. 2 

注)管理概況 E氏:ビ‘ニーJレハウス内管理

F氏:畑地跡唐沢伏せ

表-4 発生量調査

(H 1.6126-29、7120-25.調べ)

( 1本当り平均値、 L=90cm) 

栽培者 F
b
-

ー

ー

重
一

I

n

生
一

1

個 平均径cm

7.3 

7.6 

E 

F 

0.3 

7.8 

注)63年春植菌、使用品種:明治 4H 1駒菌。

まとめ

栽培者の間では近年関心の高い集中管理方法で

すが、細かい環境条件の把握のうまくいっていな

い人や経験の浅い栽培者の所では、高温・多湿の

ために害菌の発生が目立ち発生量に悪影響を及ぼ

している場合もあります。考え方によって様々な

形態や変化型がありますが、売上にまでもつなが

るような被害を受けないように、初めのうちな小

規模で検討を重ねて試行していく乙とが大きなポ

イン卜です。また、中には 10，000本以上の集中

管理を行い経営を成り立たせている栽培者もいる

ので、導入を考えている栽培者は視察lζ出かけ、

栽培地の環境、管理形態を自分の目で細かく観察

し、長所・短所をよく知る乙とが重要でしょう。

(特産部 竹内)
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